
市役所からの
お知らせ＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田

市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

２

■
２
月
11
日(

火･

祝
日)

｢

建
国
記
念
の
日
」の
ご
み
収
集

２
月
11
日(

火･

祝
日)

の｢

建
国
記
念

の
日｣
は
、
家
庭
ご
み
と
資
源
化
物
を

収
集
し
ま
す
。
収
集
日
に
当
た
っ
て
い

る
地
区
の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

■
事
業
ご
み
は
町
内
の
集
積
所
に
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

商
店
や
会
社
、
飲
食
店
な
ど
か
ら
出

る
事
業
系
の
ご
み
は
、
町
内
の
ご
み
集

積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
法

律
に
よ
り
、
事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で

適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー

(

河
辺
豊
成)

に
搬
入
す
る
か(

た
だ
し
一

般
廃
棄
物
の
み)

、
市
で
許
可
し
て
い

る
業
者
に
収
集
運
搬
や
処
分
を
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
ご
み
を
安
全
に
出
し
ま
し
ょ
う

ガ
ラ
ス
片
や
串
な
ど
の
鋭
利
な
ご
み

は
、
家
庭
ご
み
と
し
て
そ
の
ま
ま
出
す

と
、
本
人
だ
け
で
な
く
同
じ
ご
み
集
積

所
を
利
用
し
て
い
る
か
た
や
収
集
作
業

員
に
も
け
が
を
さ
せ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
不
用
な
布
や
紙

な
ど
に
包
ん
で
か
ら

家
庭
ご
み
用
指
定
袋

の
真
ん
中
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
資
源
化
物
の
金
属
類
に
も
包

丁
や
は
さ
み
、
の
こ
ぎ
り
な
ど
鋭
利
な

物
が
あ
り
ま
す
の
で
、
危
険
な
ご
み
を

出
す
時
は
、
平
成
24･

25
年
度
保
存
版

｢

ご
み
の
分
け
方･

出
し
方
手
引
き｣

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
１

重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
が
利
用
す
る｢

通
院
用
タ
ク
シ

ー
利
用
券｣

の
平
成
26
年
度
分
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

25
年
度
か
ら
引
き
続
き
利
用
す
る
か
た
　

…
申
請
書
を
２
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
書
い
て
、
３
月
５
日
(水)
ま

で
次
の
場
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
券
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

提
出
場
所
▼

障
が
い
福
祉
課(

市
役
所
福

祉
棟
１
階)

、
北
部･
西
部･

河
辺･

雄
和

の
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
障
が
い
福
祉
課
へ
郵
送
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

26
年
度
か
ら
新
た
に
利
用
を
希
望
す
る

か
た
…
次
の
か
た
が
対
象
で
す
。
詳
し

く
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
▼｢

内
部
機
能
障
害
１
級｣｢

肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級｣｢

視
覚
障
害
１
〜
３
級｣

の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊
入
院･

施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

障
が
い
福
祉
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
３)

６
３
６
２

平
成
26
年
度
の
児
童
手
当
の
書
類
を

送
る
時
に
使
う
、
封
筒
２
種
類
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
入
札
参
加

の
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
子
ど
も
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

印
刷
物
の
種
類
▼

①
現
況
届
送
付
用
封

筒
②
認
定
通
知
書
等
送
付
用
封
筒

作
成
数
▼

①
２
万
４
千
枚
②
２
万
枚

広
告
サ
イ
ズ
▼

70
㍉
×
170
㍉
以
内

入
札
参
加
申
し
込
み
▼

２
月
７
日
(金)
か

ら
28
日
(金)
ま
で
の
平
日
に
、
必
要
書
類

を
子
ど
も
総
務
課(

市
役
所
３
階)

へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

入
札
日
時
▼

３
月
７
日
(金)
午
前
10
時
〜

入
札
会
場
▼

市
役
所
職
員
研
修
棟
２
階

●
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
総
務
課

☎(

８
６
６)

２
０
７
２

市
内
小･

中
学
校
で
活
動
す
る
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
は
、

書
類
審
査
と
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

①
学
級
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

内
容
▼

障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
の
学

校
生
活
全
般
を
支
援
　

期
間
▼

今
年
４
月
〜
来
年
３
月
　

勤
務
▼

１
日
４
〜
５
時
間
で
週
４
、
５
日

報
酬
▼

１
時
間
１
千
250
円
　

定
員
▼

３
人
程
度

②
学
校
行
事
等
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

内
容
▼

運
動
会
や
校
外
学
習
な
ど
で
、

障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
支
援
　

期
間
▼

今
年
５
月
〜
来
年
３
月
　

勤
務
▼

１
回
１
〜
６
時
間
で
月
数
回
　

報
酬
▼

１
時
間
１
千
250
円
　

定
員
▼

５
人
程
度
　

③
日
本
語
指
導
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

内
容
▼

海
外
出
身
な
ど
の
た
め
、
日
本

語
の
指
導
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
支
援
　

期
間
▼

今
年
４
月
〜
来
年
３
月
　

勤
務
▼

１
日
４
〜
５
時
間
で
週
４
、
５
日

報
酬
▼

１
時
間
１
千
250
円
　

定
員
▼

若
干
名
　

対
象
▼

次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
か
た

(1)
日
本
語
教
育
学
会

認
定
の
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験

の
合
格
者
　

(2)
日
本
語
教
師
養
成
講
座(

420
時
間
以

上)

の
修
了
者
　

(3)
日
本
語
指
導
の
経
験
が
あ
る
か
た

●
問
い
合
わ
せ

①
②
は
秋
田
市
教
育

研
究
所
☎(

８
６
５)

２
５
３
０
、
③
は

学
校
教
育
課
☎(

８
６
６)

２
２
４
４

ご
み
出だ

し
は

き
ち
ん
と
ネ
！

身
体

し
ん
た
い

障し
ょ
う

が
い
者し

ゃ

の
通
院
用

つ
う
い
ん
よ
う

タ
ク
シ
ー
券け

ん

の
申
請
受
付

し
ん
せ
い
う
け
つ
け

児じ

童ど
う

手て

当あ
て

の
書
類
送

し
ょ
る
い
そ
う

付ふ

用よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

の
広
告
主

こ
う
こ
く
ぬ
し

を
募ぼ

集し
ゅ
う

小し
ょ
う･
中ち

ゅ
う

学
校

が
っ
こ
う

支し

援え
ん

サ
ポ
ー

タ
ー
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

ガラス片は紙などで
包みましょう

８



子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
ヴ
ェ

５
階)

で
は
、
親
子
の
交
流
事
業
や
子

育
て
相
談
な
ど
を
行
う
子
育
て
相
談
員

を
１
人
募
集
し
ま
す(

非
常
勤
嘱
託)

。

勤
務
は
週
５
日
。
勤
務
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
▼

保
育
士
ま
た
は
保
健
師
、

看
護
師
の
資
格
と
そ
の
経
験
が
あ
り
、

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
か
た

採
用
期
間
▼

４
月
２
日
〜
来
年
３
月
31
日

申
し
込
み
▼

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
か

ら
所
定
の
申
込
書
を
入
手
し
て
、
自
己

Ｐ
Ｒ
書(

任
意)

と
資
格
証
明
書
の
写
し

を
添
え
て
、
２
月
17
日
(月)
か
ら
28
日
(金)

(

必
着)

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
　

〒
０
１
０-

８
５
０
６
　

東
通
仲
町
４-

１
ア
ル
ヴ
ェ
５
階

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ

ー
☎(

８
８
７)

５
３
４
０

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
、
日
本

語
教
室
の
講
師
を
８
人
程
度
募
集
し
ま

す
。
教
室
は
、
今
年
４
月
か
ら
来
年
３

月
ま
で
の
毎
週
木
曜
日(

計
36
回
の
予

定)

の
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
、
ジ
ョ

イ
ナ
ス(

千
秋)

で
開
講
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
を
分
担
し
て
、
指
導
し
て
も

ら
い
ま
す
。
謝
礼
あ
り
。

応
募
資
格
▼

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
、

ほ
か
の
講
師
と
協
調
し
て
教
室
の
運
営

が
で
き
る
か
た

①
大
学
な
ど
で
日
本
語
教
育
を
専
攻
し

た
か
た

②
日
本
語
教
育
学
会
認
定
の
日
本
語
教

育
能
力
検
定
試
験
の
合
格
者
、
ま
た

は
日
本
語
教
師
養
成
講
座(

420
時
間

以
上)

を
修
了
し
た
か
た

③
150
時
間
以
上
の
日
本
語
指
導
経
験

か
、
そ
れ
に
相
当
す
る
教
授
歴
が
あ

る
か
た

④
日
本
語
講
師
の
研
修
を
受
け
、
指
導

経
験
が
あ
る
か
た

申
し
込
み
▼

履
歴
書
と
応
募
資
格
が
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し
を
２
月
26
日
(水)

(

必
着)

ま
で
に
、
郵
送
か
持
参
で

〒
０
１
０-

８
５
６
０
山
王
一
丁
目
１

番
１
号
企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

●
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
国
際
交

流
担
当
☎(

８
６
６)

２
０
３
３

地
域
の
防
災
に
関
心
が
あ
り
、
自
主

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
め
ざ
す

か
た
が
対
象
で
す
。
防
災
に
関
す
る
基

礎
知
識
な
ど
を
学
び
ま
す
。
参
加
無
料
。

定
員
90
人
。

日
時
▼

２
月
23
日
(日)
午
後
２
時
〜
４
時

30
分

会
場
▼

に
ぎ
わ
い
交
流
館(

中
通)

＊
駐
車
場
の
利
用
料
金
は
各
自
で
ご
負

担
く
だ
さ
い
。

内
容
▼

「
災
害
伝
承
語
り
部
」
の
釜
石
市

両
石
町
自
主
防
災
会
長
の
講
話
な
ど

申
し
込
み
▼

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
町

内
会
名
を
書
い
て
、
２
月
17
日
(月)(

必

着)

ま
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市
防
災
安

全
対
策
課｢

リ
ー
ダ
ー
研
修
会｣

係

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
２
３)

５
０
９
９

Ｅ
メ
ー
ルro-gnds@

city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
１

自じ

主
防
災

し
ゅ
ぼ
う
さ
い

リ
ー
ダ
ー

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

を
開
催

か
い
さ
い

秋あ
き

田
市
日

た

し

に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

の

講こ
う

師し

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

子こ

ど
も
未み

来ら
い

セ
ン
タ
ー

子こ

育そ
だ

て
相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

５月12日(月)に、御野場地域センター跡

地にオープンする〝南部市民サービスセン

ター(愛称 なんぴあ）〟のロゴマーク(上図)

が決定しました。

審査の結果、応募総数20点の中から、

伊東栞さん(秋田公立美術工芸短大２年)の

デザインが選ばれました。

愛称｢なんぴあ｣の｢なん(南)｣と｢ぴあ

(peer=仲間)｣のアルファベットの頭文字

｢Ｎ｣と｢Ｐ｣を組み合わせ、成長のシンボル

の若葉をモチーフに、南部地域と人々(仲

間)が｢なんぴあ｣を通じて、共に支え合い

育って欲しいという願いを込めました。

｢Ｎ｣は田園の豊かな水の流れを、｢Ｐ｣は

南部地域の田園や丘陵地を表しています。

また、｢Ｐ｣の下地に配色した黄色は人々の

ぬくもりや温かさを意味し、南部地域を根

のように支えていることを表現しています。

デザインのコンセプト

問 市民協働･地域分権推進課☎(866)2037

南部市民サービスセンター

ロゴマークが決定！

完成予想図

広報あきた　平成26年２月７日号９


